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２０２３年３月２９日発行

株式会社ケイ・アース



(1)　事業者名　　　　

株式会社　ケイ・アース

（2）代表者氏名　

代表取締役　岡野　智博

（3）環境管理の責任者・担当者及び連絡先　

環境管理責任者 岡野　智博 　

担当者 岡野　公恵

連絡先

電話 042-707-9307

042-707-9607

Ｅ－ｍａｉｌ k.okano@kearth.co.jp

（4）所在地

本社（登記上）　〒252-0235　　神奈川県相模原市中央区相生4-9-20

矢部オフィス　　〒252-0232　　神奈川県相模原市中央区矢部4-21-3角田ビル2階

（5）事業内容

建設業（建築工事、塗装工事、屋根工事）

上記に付帯する一式工事等

（6）事業の規模　

2021年7月～2022年6月

受注件数（件）

売上高（万円）

従業員数（人）

延床面積（㎡）

（1）認証・登録対象組織　

矢部オフィス

（2）認証・登録対象活動

建設業（建築工事、塗装工事、屋根工事）

２．対象範囲（全組織・全活動）

１．組織の概要

30

7,000

4

68（矢部オフィス）

Ｆａｘ



【企業理念】

【行動指針】

代表取締役　岡野　智博

株式会社ケイ・アース

2022年10月25日

（１）電力資使用量・燃料使用量の削減により二酸化炭素排出量を低減します。

（２）節水に努め、水使用量の削減します。

（３）廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進をします。

（４）環境配慮型工法の促進に努め、エコ認定商品の普及促進に努めます。

（５）地域貢献活動の推進、SDGｓ普及促進

２．環境関連法規・条例・その他規制を遵守します。

３．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

４．全従業員にこの環境経営方針を周知します。

『地球に思いやりを持ち、優しい明日を創造する。』

そのために、事業活動において「会社」「社員」「協力会社」「地域社会」「お客様」
の五つの要素すべてをより良くする「五方よし」経営の実践を通じてSDGs達成を目指
し、従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、循環型社会の構築と地球温暖化防止の
活動に継続的に取組みます。

３．環境経営方針

１．環境負荷の低減を図るため、以下の活動に取り組みます。

環　境　経　営　方　針

当社は、事業活動のすべてにおいて、環境負荷を認識し、お客様の幸福度を高めます。



４．環境経営目標

承　　認 作　　成

2022/10/25 2022/10/25

岡野　智博 岡野　公恵

運用期間相当 運用期間

2021年11月 2022年11月

～2022年1月 ～2023年1月

2%削減 2%削減 3%削減 4%削減

2%削減 2%削減 3%削減 4%削減

1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

（評価） （評価）

注：

4.2 4.2

実績値把握 実績値把握
2022年度

実績値より設定
2022年度

実績値より設定

一般廃棄物　　（㎏） 4.3 0.3

4.3 0.3

実績値把握

8,839

実績値把握

工事後アンケート評価点の向上
自らが施工・販売・提供する

製品，設備，土木・建築物等の
環境性能の向上及びサービスの改善

実績把握 実績把握
2022年度

実績値より設定

産業廃棄物　　（㎏）

2022年度
実績値より設定

ー -

527 85

- -

- - 実績値把握 実績値把握
2022年度

実績値より設定
2022年度

実績値より設定

51684522

環　境　経　営　目　標

基準（実績） 年度目標

通年(2022年7月
～2023年6月）

8,930 2,266

9,112 2312

9983,934

3,855 978

2022年度

2024年度
（2024年7月

～2025年6月）通年(2021年7月
～2022年6月）

電力使用量の削減　(kWh)

二酸化炭素排出量削減　(kg-CO2)

8,748

3,816 3,777

2021年度

環境経営目標 2023年度
(2023年7月

～2024年6月）

中期目標

1)　購入電力の二酸化炭素排出係数：0.431kg-CO2/kWh  (サミットエナジー㈱　2020年度実績調整後排出係数)

自動車燃料(ガソリン)
使用量の削減　(L)

2）　化学物質は使用していないので目標に設定していません。

水使用量の削減（㎥）

リサイクル率（％）

再資源化率の向上
廃棄物排出量削減

（建設リサイクルの推進）

511

2022年度
実績値より設定

2022年度
実績値より設定

- -



７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 4月 5月 6月

・電力、化石燃料使用量の削減 管理 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・ブラインドの利用等による、熱の出入りの調整 責任者

・作業効率の向上 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

998kg-CO2 ・空調の適温設定（夏季28℃、冬季20℃） ■ ■ ■

↓ 計画排出量（kg-CO2） 326 326 326

978kg-CO2 同   　累計（kg-CO2） 326 652 978

実績排出量（kg-CO2） 659 940 924

同   　累計（kg-CO2） 659 1,599 2,523

評価

・装置の不使用時電源ＯＦＦ 岡野 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・エアコン温度設定最適化 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・不在箇所、不要箇所は消灯 ■ ■ ■

2,312kWh ・カーテン、ブラインドの活用 755.3 755.3 755.3

↓ 計画電力使用量（ｋWh) 755 1,511 2,266

2,266kWh 同　         累計（kWh） 507.0 512.0 624.0

実績電力使用量（kWh） 507 1,019 1,643

同　         累計（kWh） 評価

・アイドリングストップの実行 岡野 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・エコドライブの徹底 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・段取り・前準備の徹底で折り返し運行の撲滅 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・EV、HV車の導入促進

計画燃料使用量（L）

同　         累計（L） 440.24 719.08 654.24

実績燃料使用量（L） 440 1159 1814

同　         累計（L） 評価

・節水表示による節水の徹底 岡野 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・定期的な水漏れの点検 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・水の出しっぱなしをなくす ■ ■ ■ □ □ □ □ □

85m3 計画排出量（m3） 0 85 0

↓ 同　累計（m3） 0 85 85

84m3 実績排出量（m3） 0 4 0

同　累計（m3） 0 4 4

評価

3
再資源化率の向上
廃棄物排出量削減

（建設リサイクルの推進）

・ごみ分別の徹底 岡野 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・コピー紙、雑紙のリサイクル ■ ■ ■

・ミスコピー、不要コピーの削減 ■ ■ ■

・裏紙の利用 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

計画排出量（kg）

同　累計（kg）

実績排出量（kg） 36.3 7.5 6.9

同　累計（kg） 36.3 43.8 50.7

評価

・産業廃棄物の適正処理 岡野 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・発生材の再利用の促進 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・産業廃棄物の適正処理

・ごみ分別の徹底

・材料、資材の適量発注

計画排出量（kg） 0.1 0.1 0.1

0.3kg 同　累計（kg） 0.1 0.2 0.3

↓ 実績排出量（kg） 0 0 0

0.3kg 同　累計（kg） 0 0 0

評価

・創意工夫による工期短縮の推進 岡野 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・地域道路や河川の清掃・草刈りを行う ■ ■ ■ □ □ □ □ □

・地域の一掃清掃への参加 ■ ■ ■

・

実績評価（〇できた　×できなかった） 〇 〇 〇

評価

№ 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等

1 2023/2/1 岡野 二酸化炭素排出量の削減目標未達

注：　

1.2
自動車燃料（ガソリン）

使用量の削減（L）

□：計画　　■：実施基準年度：2021年度

〇

〇

評価　　○：達成　　×：未達

実施案作成

1%削減(99%)

1%削減(99%)

実績値把握

実績値把握

水使用量の削減（㎥）

一般廃棄物（㎏）3.1

５．環境経営計画

二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2)1

1.1 電力使用量の削減（kWh）

実績値把握

２％削減（→98％）

2％削減（→98％）

工事後アンケート評価点の向上自らが
施工・販売・提供する製品，設備，土
木建築物等の環境性能の向上及びサー

ビスの改善

4

3.2 産業廃棄物（㎏）

２０２２年度環境経営計画・実施状況評価

×

ＮＯ． 項目
年度目標

（2022年度運用期間）
達成手段 責任者

2

２０２３年２０２２年

作　　成

2022/10/25

岡野　公恵

承　　認

2022/10/25

岡野　智博

１、　この表は、通常の１年間の期間での計画・実績対比をベースとしているが、登録審査のための３ｹ月間の期間の欄も設けてある。状況に応じて使い別けてください。
２、二酸化炭素の排出量は総量ですが、実績は負荷の自己チェックを参照してください。

〇

〇

〇

〇

基準年度はガソリンが計測されていなかったので、来年度、目標を再設定する。



承認 作成

 

（回覧ルート）

社長→全部門責任者、環境管理責任者

改訂履歴

改訂月日 承認 作成者

６．実施体制

作成　　　2022年10月25日

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

岡野智博 岡野公恵

役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定
６．経営における課題とチャンスの明確化

　 　

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成、テスト、訓練を実施し記録を作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
６．建設現場の作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対応）、指示
　　＊下請等の協力会社作業員含む

従業員

１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。
２．下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。

　 　

　 　

改訂数 改訂理由

現場

代表者
岡野 智博

環境管理責任者
岡野 公恵

ＥＡ２１事務局

岡野 公恵

工事部門責任者

岩村 篤

実施体制及び責任･権限表



承　　認
2022//3/28

** **
岡野　智博

ＮＯ． 推 進 項 目
　年度目標
（2022年度運用期
間）

　結　果　確　認 評価 達成の要因/未達成の原因

1 2％削減（９８％）

998kg-CO2

↓

978kg-CO2

1.1 2％削減（９８％）

2312ｋＷｈ

↓

2266ｋＷｈ

1.2

2 1%削減(99%)

85m3

↓

84m3

3
廃棄物排出量削減
再資源化率の向上

（建設リサイクルの推進）

3.1

3.2 1%削減(99%)

0.3kg

↓

0.3kg

4 工事後アンケート評価点の向上

報告手順：
担当者が結果確認記入→責任者（環境管理の責任者）が評価・原因究明・是正・対応策記入→代表者

作　　　成

岡野　公恵

2022/3/28
** **

２０２２年度環境経営活動評価書
（運用期間：2022/11/1～2023/1/31）

・創意工夫による工期短縮
・お客様アンケートの導入
・インシデント報告書の導入

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

実績なし実績値把握

実績なし

50.7kg実績値把握 〇

〇

〇

4m3 ○

一般廃棄物（㎏）

・エコドライブの推奨
・出張には公共機関を使う

自らが施工・販売・提供する製
品，設備，土木建築物等の環境性

能の向上及びサービスの改善

ガソリン使用料を
計測していなかった

未達成場合の是正措置・予防処置

・今年度実績に基づいて来年度より目標を設定する。
・現場数によって前後はあるが、現在の活動を続ける。

・節水の呼びかけや掲示物などで意識向上
　現在の活動を続ける。

・今年度実績に基づいて来年度より目標を設定する。
　現在の活動を続ける。

・ガソリンの使用実績を加味して来年度より目標を再設
定する

・今年度実績に基づいて来年度より目標を設定する。
　現在の活動を続ける。

電力使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減

・現在の活動を続ける。

水使用量の削減（㎥）

実績値把握 181.4Ｌ ○

1643kWh 〇

・今年度実績に基づいて来年度より目標を設定する。
　現在の活動を続ける。

・節電の徹底
人が居ない場所は
極力電気を使わなかった

×2,523 kg-CO2

産業廃棄物（㎏）

・コピー用紙の裏紙利用やミス
コピーの削減に努めた。
・ごみ分別の徹底

・該当の現場が少なかった為

・トイレや手洗等の
生活用水の使用に
限られているので
現状より削減する

自動車燃料（ガソリン）使用量の
削減（L）



8．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

（１）全体評価

（２）見直し・指示

　（２）－１．環境経営方針

　（２）－２．環境経営目標、環境経営計画

①

②

③

④

　（２）－３．実施体制

従来から業務執行のための構築されている組織体制を基本的に変更することなしに設けた

ＥＡ２１推進のための現行の体制を変更することなく維持する。

システム構築に際し、該当法規など等の調査検討に注力した結果、適用事項が明確にな
り、取り組むべき対象が具体的に把握できるようになった。

従来、廃棄物排出量を把握していなかったが、分別の徹底と定量把握ができたことから来
年度の目標設定が可能となった。新たに排出量削減の目標を設定する。環境経営計画は変
更しない。

水使用は、トイレや手洗いのような生活用水の使用に限られているので現状より削減する
ことは実際上難しいが、節水意識を忘れないようにして使用量が増加しないように努め
る。

9．代表者による全体評価と見直し・指示

フロン排出抑制法

今回策定し、活動を開始した環境経営活動の方針は、現在のままの形で変更しないこととする。

エアコンの適正管理

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反はありませんでし
た。なお、訴訟および関係当局からの違反等の指摘は過去３年間ありません。

エコアクション２１を構築し、3ヶ月の運用期間を経て目標の設定及び達成状況、計画の実施
状況及び法規等の遵守状況を見る限り、十分とは言えないものの主要な環境活動は概ね実施で
きた。従って環境経営方針は変更しないが、活動テーマによっては改善の余地が残されおり、
今後社員が一丸となってシステムの充実と改善に取り組みます。

適用される主な環境関連法規などは次のとおりです。

二酸化炭素の排出では、電力使用量の削減は目標を達成したが、ガソリン使用量を計測し
ていなかったので、両者合計の二酸化炭素排出量は目標を達成できなかった。今年度実績
に基づいて来年度目標を再設定する。

適用環境関連法規等

廃棄物処理法

建設リサイクル法

消防法

適用される事項（施設、物質、事業活動等）

一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等）

再資源化率

消火器の設置


